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論文内容の要旨

序論

環境問題の中には，地球の温暖化，酸性雨，オゾン層破壊，森林の減少，放射線(能)問題など種々の社会問題が存

在する。本論文では， これら環境問題の中の放射線問題を取り上げ放射線(能)の安全な利用と管理について検討した。

第 I 章 γ 線標準場の設計

ラジオアイソトーフ。総合センターに実験動物への照射を主な目的とした γ 線照射システムの設置が予定されたが，

遮蔽(建物強度)の問題で装置に改良を加える必要が生じた。 γ 線照射システムの照射架台に遮蔽壁を，また，照射

野を限定するためのコリメータを本体に取り付け， これらを自動制御することにより軽量化を図り，既設の実験室へ

の設置を可能にした。

この照射場を γ 線測定器の校正に用い，また，実験動物への高精度低線量率照射を可能にするため，照射装置設置

室の散乱線を計算と実測により評価し，日本の大学の施設としては特に高精度な 7 線標準場を確立した。

7 線標準場を利用して 7 線測定器(サーベイメーター，個人被ばく線量計など)の校正， さらに，実験動物への高

精度低線量率照射を行った。

第 E 章 トリチウム濃度測定のための環境試料の前処理

環境放射能測定は広範囲に安価，簡単かっ迅速に行わなければならなし '0 また， トリチウムが低エネルギー β線放

出核種であるため，極低パックグラウンド測定が要求されるo さらに，試料に環境生物を用いる場合には，試料処理

段階で正確な温度制御が要求される o 通常，化学研究室で使用されている器具を使用し安価で簡単な前処理用減圧蒸

留システムを開発し，環境トリチウム濃度を極低パックグラウンド下で測定したD しかし減圧蒸留システムでは試

料処理に長時間を必要とした。そこで，迅速性を追求するためマイクロ波加熱を利用した前処理システムを開発し処

理時間を減圧蒸留の50分の l 程度にまで短縮した。これらにより安価，簡単かっ迅速で正確な温度制御が可能なシス

テムが完成し， さらに極低パックグラウンド測定も可能とした。
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市販の照射システムを改良することで既設の作業室への設置を可能とし，さらに散乱線等の評価により高精度な 7

線標準校正場を確立した。また. r 線測定器の校正と実験動物への高精度低線量率照射を可能とした。

j威圧蒸留による安価で簡単な試料前処理装置を開発した。また，迅速性も高めるためマイクロ波加熱蒸留により安

価，簡単かっ迅速な前処理装置を開発した。さらに，環境トリチウムの極低レベル測定を可能とした。

これらにより，放射線(能)の高精度で安全な利用と管理が可能となり，また，緊急時・事故時にも対応可能となっ

fこ O

論文審査の結果の要旨

山口君は，市販の大強度 7 線照射装置を改良して，線源強度を減ずることなく重遮蔽の省略を可能にすることによっ

て，散乱 7 線が非常に少なく._El極めて均一な空間分布を有する良質な 7 線照射場を構築することに成功した。

その一方で，環境トリチウムの測定法の研究に取り組み，極めて精級で且迅速な環境試料の調整法を開発し，自ら

改良を加えた低レベルトリチウム測定法と組み合わせることによって，極めて高感度，高信頼性のトリチウム測定法

を確立した。

本研究は，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める O




